
 申込方法:下記必要事項を記載の上、info@kidsdesign.jp（担当:⾧野）までメールをお送りください。
 必要事項:氏名・会社名・ご所属・メールアドレス・当日連絡の付く電話番号
 申込締切11月8日（金）18:00
※お申込多数の場合、1社当たりの人数を制限させていただく場合があります。ご了承ください。

日時:11月15日（金）14:00～
場所:株式会社ADKマーケティング・ソリューションズ13階シアタールーム

（東京都港区虎ノ門1-23-1 虎ノ門ヒルズ森タワー）

定員: 30名

スケジュール:

問い合わせ:03-5405-2141（平日9:00～16:00） 担当:⾧野

イ ン ク ル ー シ ブ 教育 の 実 践
～変わりつつある教育現場からのメッセージ～

ダイバーシティを語るとき、「どんな成果があるのか?」という問いがつきものです。
とくに企業においては、「人材の多様化が業績アップにどう関係するのか?」と、成果直結で議論されることも
多いと思います。また、東京2020オリンピック・パラリンピックの開催が追い風となり、ダイバーシティへの
関心が高まるなか、多くの企業で「ダイバーシティ推進」への機運が高まりをみせていますが、ダイバーシティの
本当の意味を理解しないままでは、東京2020に向けた一過性のもので終わってしまいます。

今回は、「ダイバーシティとは何か?」を考えるキッカケとして、教育現場で実践されているインクルーシブ教育の
事例を『みんなの学校』の上映を通して紹介します。今、日本の教育現場は企業以上にダイバーシティに富んでいます。
日本で暮らす外国人の増加にともない、保育園や幼稚園、小学校に通う外国人のこどもは年々増えています。
また、この20年あまりで発達障害児は7倍に増えているため、現場では待ったなしの試行錯誤が続いているからです。

現在、各企業で取り扱っている商品のターゲットを設定するとき、マジョリティ（多数派）に限定するような排他的な
考え方が一般的ですが、高齢者、障害者、外国人など、従来ユーザー設定から除外されてきたマイノリティな人々を
含めたすべてのターゲットを対象とする包括的な考え方を検討するキッカケにもなればとも考えています。

教育現場での取り組みから「ダイバーシティとは何か?」「インクルージョンはなぜ必要か?」といった気づきを得る
ことが、真のダイバーシティの理解につながれば、と考えています。
教育現場の今を知ることで、人として企業人として、明日から実践できるヒントを見つけてください。

(C)関西テレビ放送

13:50 受付
14:00 開催挨拶
14:10～上映会開始
15:50 休憩
16:00～グループディスカッション
17:00 終了
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